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転圧締固め管理
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赤　規定締固め回数以上
緑　5回
白　4回

締固め回数分布図

オリジナルオリジナルKT-010187-V
NETIS

■システムの特長

オリジナルオリジナルSK-140010-A
NETIS

■GNSS・自動追尾転圧締固め管理システム

■締固めレイヤー管理工法

位置情報を車載パソコンに表示、
オペレーターにリアルタイムで
転圧個所及び転圧回数を表示

ローラ側GNSSアンテナ 基地局用GNSSアンテナ

3層目層厚（平均層厚××cm）
2層目層厚（平均層厚◯◯cm）
1層目層厚（平均層厚△△cm）

補正情報

RTK－GNSSによる本工法及び帳票例

20 cm

25 cm

30 cm

35 cm

◆車載モニター

◆出力帳票（例）

◆オプション

〈締固め回数分布図〉

〈走行軌跡図〉

〈加速度計〉 〈転圧名人〉・システムに加速度データを表示 ・システムに温度データを表示 〈安全くん〉・モニターに危険検知を表示

・リアルタイムにメッシュ毎の転圧回数を車載モニターに表示します。
　＊盛土全面の締固状況を把握出来ます。
・オペレーターの省技能化
　＊習熟度に左右されずに品質の確保が可能です。
・走行軌跡図・回数分布図を帳票出力が出来ます。
・オプションとして加速度計・放射温度計・安全くんの装着が可能です。
・システム全てをレンタルにてお使い頂けます。

＜技術の概要＞
TS・GNSS等により締固め機械の位置座標、標高をリアルタイムに取得し
盛土の層厚（巻き出し厚）、層数管理を行いながら同時に締め固め回数管理
を行う技術です。
・国土交通省「TS・GNSSを用いた盛土の締固め管理要領」（平成24年3月）準拠

①準備工

②施工

転圧回数管理が使用できる現場であるか確認する
↓

試験施工を行い転圧回数を決定する
↓

締固め機械の標高データを補正する為に2軸傾斜計を装着
↓

巻き出し厚の確認の為、最少限の丁張り設置
↓

層厚、層数を管理するため0層目を走行
↓

層毎に規定の回数を転圧し（過転圧に注意する）
規定の回数の色になれば次層への巻き出し、転圧を行う

↓
帳票を自動作成する（走行軌跡図、締固め回数分布図、

締固め層厚分布図、断面層数分布図）
☆現状では巻き出し厚の写真撮影も必要

新技術 従来技術

管理断面毎に巻き出し用の丁張り設置
↓
↓
↓

規定の巻き出し後転圧
↓

100㎡毎にRI計測を行い、締固め度を確認。
巻き出し厚さは200mごとに写真にて記録

↓
データを整理し、規定の締固め度の確認

↓
次層への巻き出し、転圧を行う

現行は丁張りからの
巻き出し厚の確認

＜施工方法＞


